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1 はじめに

ある不完全な画像から正確な画像を抽出する方法のひとつとして連想記憶がある。連想

記憶の計算において、不安定なアルゴリズムから正しい解を得るための方法のひとつで

ある安定化理論を応用して計算を行う。 本研究では安定化理論の計算に数式処理システム
$\mathrm{R}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{a}/\mathrm{A}\mathrm{s}\mathrm{i}\mathrm{r}_{\text{、}}$ および $\mathrm{C}$ の数値演算ライブラリである GMP を用い、様々な画像に対して計算

を行った結果を比較する。

2 計算例

連想記憶の計算に用いる–般逆行列を安定化理論により安定化し、 図 1のような $32\cross 32$

の記憶画像と図 2のような入力画像を与えた場合の例をあげる。
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図 1: 記憶画像
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図 2: 入力画像
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図 3: 安定化理論を用いた場合の出力

各図形を $32\cross 32$ の行列で表す。行列の各要素は図形の色要素に対応する整数とする。例

えば、 16色の画像ならば行列の各要素は 0\sim 15までの整数となる。

一般逆行列の計算を、 GMP と $\mathrm{R}\mathrm{i}\mathrm{s}\mathrm{a}/\mathrm{A}\mathrm{S}\mathrm{i}\mathrm{r}$ で計算する。

安定化理論を用いて計算した場合、 その出力は図 3となり正確な出力が得られる。

–方、安定化理論を用いない場合、その出力は図 4となり出力は不正確になる。
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図 4: 安定化理論を用いない場合の出力

次に計算時間を見てみる。入力画像として 2値画像、 8色画像、 16色画像を与えた場合

の各計算時間を示す。各計算時間は、表 2のようになる。

表 2: 連想記憶の計算にかかる時間

3 結び

連想記憶に安定化理論を用いることにより欠損部分のある入力を与えた場合欠損部分を

補った画像が得られることを示した。数式処理を用いた場合、 正確な計算はできるが、入

力画像によって計算時間が大きくなってしまう場合がある。 $-$方安定化理論を用いた場合

は、 GMP のような汎用的な数値演算ライブラリにより、入力画像によらず高速かっ正確な

計算が可能となる。

21


